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教
会
番
号
順
に
記
載
し
ま
し
た
。 
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住
所
 
〒
二
五
〇－

〇
〇
〇
四
 
神
奈
川
県
小
田
原
市
浜
町
一－

一
〇－

三
七 

電
話
 
〇
四
六
五－

二
二－

三
七
二
一 

交
通
 
小
田
原
駅 (

JR)

よ
り
徒
歩
十
五
分 

 

設
立
 
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年 

 

二
月
七
日 

 

教
会
は
、
初
代
教
会
長
加
藤
忠
蔵
師
に
よ
っ
て
明
治
二
十
八

（
一
八
九
五
）
年
に
認
可
を
受
け
た
が
、
そ
の
入
信
や
布
教
の
状

況
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。 

そ
の
後
、明
治
三
十
六
年
か
ら
三
十
八
年
ま
で
後
の
渋
谷
教
会

長
谷
口
安
次
郎
師
が
教
会
長
を
務
め
ら
れ
た
あ
と
、伊
藤
新
十
師

が
第
三
代
教
会
長
に
就
任
さ
れ
た
。 

 
師
は
、
初
め
千
住
教
会
に
参
拝
さ
れ
、
後
に
東
京
教
会
の
修
行

生
と
し
て
畑
徳
三
郎
師
の
教
導
を
受
け
ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
大

正
二
年
、小
田
原
に
移
ら
れ
て
か
ら
十
七
年
間
取
次
の
御
用
に
専

念
さ
れ
た
。教
会
の
基
礎
は
こ
の
間
に
築
か
れ
た
と
い
っ
て
い
い
。 

昭
和
六
年
に
帰
幽
さ
れ
た
後
は
、

四
男
正
直
師
、
六
女
美
曾
技
子
師
、

七
女
安
田
綾
子
師
が
そ
れ
ぞ
れ
五

代
、
六
代
、
七
代
の
教
会
長
を
務

め
ら
れ
て
い
る
。 

 
そ
し
て
、
綾
子
師
の
帰
幽
後
は
、
そ
の
夫
、
好
三
師
が
教
会
長

を
務
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
好
三
師
の
娘
婿
宮
川
宜
信
師
が
受
け
継 

ぎ
、
さ
ら
に
は
、
宜
信
師
の
妻
優
子
師
、
そ
し
て
、
長
男
昌
也
師

に
受
け
継
が
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。現
在
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
て

教
会
の
情
報
や
み
教
え
を
発
信
し
て
い
る
。 

 
 

⼩
⽥
原
教
会 

教会長 宮川昌也 
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住
所
 
〒
二
二
一－

〇
〇
五
七
 
神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
青
木
町
六－

二
五 

電
話
 
〇
四
五－

四
四
一－

〇
五
五
七 

交
通
 
①
横
浜
駅
き
た
東
口
よ
り
徒
歩
十
分  

②
神
奈
川
駅(

京
浜
急
行)

よ
り
徒
歩
五
分 

 

設
立
 
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年 

 

二
月
九
日 

 

田
中
よ
し
師
が
一
時
布
教
さ
れ
た
後
を
受
け
、横
浜
布
教
の
祖

福
田
助
次
郎
師
の
お
取
次
を
受
け
た
増
田
金
太
郎
師
が
、神
奈
川

七
軒
町
で
布
教
に
奉
仕
さ
れ
た
の
が
、神
奈
川
教
会
の
始
ま
り
で

あ
る
。 

 
明
治
二
十
八
年
に
は
、
正
式
に
地
方
庁
か
ら
認
可
を
受
け
た
。

こ
の
と
き
か
ら
数
え
て
今
年(

令
和
四
年)
は
百
二
十
七
年
に
な
る
。 

 
そ
の
後
、
助
次
郎
師
の
長
男
義
一
郎
師
、
次
男
甲
次
郎
師
と
続

き
、明
治
四
十
二
年
四
男
の
源
三
郎
師
が
奉
仕
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
東
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
四
か
月
を
費
や
し
て
の
教
会
行

脚
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
以
来
昭
和
四
十
三
年
の
帰
幽
ま
で
、
実

に
五
十
九
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、

お
結
界
奉
仕
が
続
け
ら
れ
る
。 

 
こ
の
間
、関
東
大
震
災
、戦
災

で
二
度
も
灰
燼
に
帰
し
た
が
、焼

跡
の
中
で
教
燈
は
絶
え
る
こ
と
な

く
、
ま
た
数
多
く
の
手
続
き
教
会
が
生
ま
れ
た
。
京
浜
布
教
に
お

け
る
源
三
郎
師
の
功
績
は
、
は
か
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。 

 
ま
た
、
教
区
副
支
部
長
、
専
掌
、
教
学
部
長
、
機
務
顧
問
、
審

査
局
長
な
ど
教
団
の
上
に
も
数
々
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
、学
生
寮

の
理
事
長
も
務
め
ら
れ
た
。 

 
源
三
郎
師
帰
幽
の
後
は
夫
人
み
ち
師
が
、昭
和
五
十
年
か
ら
は

長
男
俊
雄
師
が
平
成
二
十
六
年
か
ら
は
俊
雄
師
の
長
男
光
一
師
が

奉
仕
さ
れ
て
い
る
。歴
史
と
伝
統
を
担
い
横
浜
市
の
中
心
と
し
て

の
役
割
も
大
き
い
。 

 
 

神
奈
川
教
会 

教会長 福田光一 
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住
所
 
〒
二
三
八－

〇
〇
一
六
 
神
奈
川
県
横
須
賀
市
深
田
台
三
二 

電
話
 
〇
四
六－

八
二
四－

三
〇
六
九 

交
通
 
横
須
賀
中
央
駅(

京
浜
急
行)

よ
り
徒
歩
八
分 

 

設
立
 
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年 

 

三
月
二
十
日 

 

 
初
代
田
川
達
造
師
は
明
治
三
十
一
年
六
月
、芝
教
会
初
代
大
場

吉
太
郎
ご
夫
妻
、
福
田
助
次
郎
師
、
宮
田
源
五
郎
師
等
と
共
に
来

横
。
実
査
の
上
現
教
会
所
在
地
を
境
内
地
と
定
め
る
や
、
二
十
二

日
、万
感
の
思
い
を
胸
に
横
須
賀
布
教
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
更
に
明
治
三
十
四
年
、
参
来
る
人
々
、
信
徒
・
教
徒
に
な
る

者
も
急
速
に
増
加
の
一
途
を
辿
り
、三
月
二
十
日
教
会
所
設
置
が

認
可
さ
れ
、
同
年
四
月
二
十
日
、
横
須
賀
小
教
会
所
主
管
者
に
就

任
。
そ
し
て
五
月
に
は
長
女
仁
氏
（
後
の
四
代
教
会
長
）
が
金
光

中
学
本
科
（
今
の
学
院
）
試
験
に
合
格
。
達
造
師
の
身
辺
に
多
年

願
い
続
け
て
来
た
事
柄
が
、
一
つ
一
つ
実
を
結
び
、
大
き
な
喜
び

事
が
相
次
い
だ
の
で
あ
る
が
、教

会
開
設
の
そ
の
年
、十
二
月
四
日
。

芝
教
会
に
お
い
て
一
場
の
教
話

を
演
了
さ
る
や
突
如
人
事
不
省

の
状
態
に
陥
り
、御
歳
四
十
五
を

限
り
に
お
国
替
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。惜
し
み
て
も
余
り
あ
る
突

然
の
御
帰
幽
で
あ
っ
た
。
初
代
達
造
師
以
来
、
そ
の
教
え
は
代
を

重
ね
て
受
け
継
が
れ
、令
和
四
年
に
は
横
須
賀
布
教
百
二
十
五
年

を
迎
え
た
。 

初
代
の
遺
さ
れ
た 

『
心
を
ば
 
教
え
の
縄
に
し
ば
ら
れ
て
 
我
が
身
自
由
に
 
な

ら
ぬ
嬉
し
や
』 

の
精
神
を
土
台
に
し
て
、現
代
社
会
に
溢
れ
て
い
る
難
儀
な
人
々

に
接
し
、
そ
こ
で
出
遭
う
難
儀
の
諸
相
を
教
師
自
ら
も
体
感
し
、

確
か
な
る
道
の
有
り
難
さ
を
説
き
伝
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
、求
め

ら
れ
る
横
須
賀
布
教
の
こ
こ
か
ら
の
歩
み
で
あ
る
と
信
じ
て
行
き

た
い
。 

横
須
賀
教
会 教会長 木本紀義 

 


